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7月号
No.104

全国放送番組ロケに密着全国放送番組ロケに密着･･･････････２～３Ｐ･･･････････２～３Ｐ
行事紹介「消防操法競技会」行事紹介「消防操法競技会」･･････････････４～５Ｐ４～５Ｐ
うれしい出来事うれしい出来事･･････････････････････････････････････････････６Ｐ６Ｐ
地域レーダー地域レーダー･･････････････････････････････････････････12～13Ｐ12～13Ｐ
お知らせお知らせ･･････････････････････････････････････････････････16～17Ｐ16～17Ｐ
西高Live～julyk～西高Live～julyk～････････････････････････････････18～19Ｐ18～19Ｐ

全国放送番組ロケに密着･･･････････２～３Ｐ
行事紹介「消防操法競技会」･･･････４～５Ｐ
うれしい出来事･･･････････････････････６Ｐ
地域レーダー･････････････････････12～13Ｐ
お知らせ･････････････････････････16～17Ｐ
西高Live～julyk～････････････････18～19Ｐ 観客を魅了した「全力疾走」の演奏会！観客を魅了した「全力疾走」の演奏会！観客を魅了した「全力疾走」の演奏会！

　7月21日、銀河ホールで西和賀高校吹奏楽部の　7月21日、銀河ホールで西和賀高校吹奏楽部の
第10回定期演奏会が行われました。演歌「海雪」第10回定期演奏会が行われました。演歌「海雪」
演奏・演舞に続くお気に入りの曲「ＲＰＧ」♪演奏・演舞に続くお気に入りの曲「ＲＰＧ」♪
（西高ページ：18Ｐ～19Ｐ）（西高ページ：18Ｐ～19Ｐ）

　7月21日、銀河ホールで西和賀高校吹奏楽部の
第10回定期演奏会が行われました。演歌「海雪」
演奏・演舞に続くお気に入りの曲「ＲＰＧ」♪
（西高ページ：18Ｐ～19Ｐ）検 索西和賀町

「広報にしわが」は西和賀町のホームページでも公開しています。「広報にしわが」は西和賀町のホームページでも公開しています。
http://www.town.nishiwaga.lg.jp/http://www.town.nishiwaga.lg.jp/

「広報にしわが」は西和賀町のホームページでも公開しています。
http://www.town.nishiwaga.lg.jp/



西
和
賀
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

名
取
裕
子
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
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西
和
賀
町
ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業
・
湯
田
ダ
ム
50
周
年
記
念
事
業

〜
美
し
き
西
和
賀
の
自
然
と
人
々
に
出
会
う
旅
〜

西
和
賀
町
ふ
る
さ
と
情
報

名
取
裕
子

名名名名名

裕
子

「
い
わ
て
西
和
賀
清
流
紀
行
」

名
取
裕
子
の

「
い
わ
て
西
和
賀
清
流
紀
行
」

　

国
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る

西
和
賀
。
町
を
南
北
に
貫
く
清
流
「
和
賀
川
」

に
点
在
す
る
集
落
と
湯
田
温
泉
峡
、
湯
田
ダ

ム
と
錦
秋
湖
の
創
り
出
す
北
欧
を
想
わ
せ
る

景
観…

。
豪
雪
に
耐
え
な
が
ら
春
夏
秋
冬
の

厳
し
く
も
美
し
い
自
然
の
中
、
こ
の
地
で
の

暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

名
取
裕
子
さ
ん（
女
優
）を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

に
、
町
の
豊
か
な
自
然
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、

町
民
と
の
出
会
い
や
自
然
の
恵
み
で
あ
ふ
れ

る
固
有
の
食
文
化
、
温
泉
、
そ
し
て
清
流

「
和
賀
川
」
で
の
釣
り
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

町
の
多
様
な
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
番
組

の
ロ
ケ
収
録
に
密
着
し
ま
し
た
。

　

名
取
裕
子
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市

出
身
の
女
優
で
「
法
医
学
教
室
の
事
件
フ
ァ

イ
ル
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）
な
ど
に
出
演
し
て

い
ま
す
。

　

遠
巣
谷
の
森
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
太
田
）

代
表
の
小
田
島
弘
枝
さ
ん
は
、
ス
タ
イ
リ
ス

ト
と
し
て
名
取
さ
ん
と
仕
事
を
す
る
な
ど
し

て
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
ロ
ケ
の
前

に
も
２
度
、
西
和
賀
町
に
名
取
さ
ん
を
招
い

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
名
取
さ

ん
か
ら
の
「
西
和
賀
に
魚
釣
り
に
行
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
っ
て
今
回
の

番
組
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。

と　

す　

が

貯砂ダム（水のカーテン）あやめ園 ほっとゆだ駅

見事に釣りあげた30㎝級の岩魚をリリースする名取さん



　

今
回
で
3
回
目
の
西
和
賀
と
な
り

ま
し
た
。
春
か
ら
夏
に
向
か
う
季
節

の
中
、
す
ご
い
勢
い
で
咲
き
乱
れ
る

花
々
の
美
し
さ
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
ま
た
、
行
っ
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
山
の
中
の
渓
流
で
幻
の
岩
魚

も
釣
る
こ
と
が
で
き
、
夜
に
は
ホ
タ

ル
の
乱
舞
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

西
和
賀
は
、
日
本
の
お
と
ぎ
話
に

出
て
く
る
よ
う
な
数
少
な
い
自
然
に

恵
ま
れ
た
秘
境
で
す
。
水
の
美
し
さ
、

空
気
の
美
し
さ
、
自
然
の
美
し
さ
、

人
々
の
心
の
美
し
さ
を
壊
さ
ず
無
く

さ
ず
守
っ
て
欲
し
い
で
す
。

西
和
賀
で
の
生
活
に
つ
い
て

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

西
和
賀
の
人
々
に
つ
い
て

西
和
賀
の
印
象
に
つ
い
て

9月13日㈯　10：50～ 11：45　岩手朝日テレビ　※ＢＳ朝日でも10月中に全国放送予定

　

西
和
賀
は
自
然
が
厳
し
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
と
て
も
素
敵
な
方
々
が
住

ん
で
い
ま
す
。
都
会
で
は
、
お
金
が

あ
っ
て
歳
を
と
っ
て
も
幸
せ
な
人
が

少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
こ
こ
は
、
自

然
に
癒
さ
れ
た
り
、
そ
の
大
き
さ
と

向
き
合
っ
て
自
分
の
悩
み
の
小
さ
さ

を
知
っ
た
り
、
人
と
の
ス
ト
レ
ス
で

疲
弊
し
た
心
も
癒
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　

都
会
に
は
、
新
し
い
生
き
方
を
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
、

例
え
ば
他
人
と
の
競
争
で
生
き
る
の

で
は
な
く
、
自
然
と
向
き
合
っ
て
地

道
に
生
き
る
こ
と
に
憧
れ
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

西
和
賀
の
方
た
ち
は
、
厳
し
い
自

然
の
中
で
本
当
に
辛
抱
強
く
、
我
慢

強
く
、
一
生
懸
命
智
恵
を
め
ぐ
ら
せ

て
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
特
別
に
与
え
ら
れ
た
こ

の
厳
し
く
も
す
ば
ら
し
い
自
然
を
満

喫
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。

　

高
齢
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

と
て
も
お
歳
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

矍
鑠
と
し
て
元
気
な
姿
で
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
西
和
賀
で
農
業
を
し

て
い
る
人
は
80
歳
を
過
ぎ
て
も
元
気

で
、
自
分
の
力
で
し
っ
か
り
生
き
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
幸
せ
な
お
年
寄

り
が
多
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

　

西
和
賀
の
自
然
の
恵
み
は
、
長
年

培
っ
て
き
た
智
恵
と
努
力
、
我
慢
と

色
々
な
犠
牲
の
う
え
に
で
き
た
も
の
、

雪
深
い
と
こ
ろ
で
耐
え
忍
ん
で
き
た

人
た
ち
だ
け
に
神
様
か
ら
与
え
ら
れ

た
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
特
別
な
人

た
ち
に
向
け
ら
れ
た
自
然
の
恵
み
は
、

少
し
ず
つ
正
し
く
発
信
し
て
、
そ
れ

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を

心
か
ら
願
い
ま
す
。
こ
こ
の
自
然
の

美
し
さ
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
き

ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
っ
て
、
こ
の

自
然
を
守
る
こ
と
を
助
け
て
も
ら
え

る
よ
う
な
発
展
が
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

か
く
し
ゃ
く

つ
ち
か

西
和西

で
す

ん
で

名
取
裕
子
さ
ん
へ

　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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へ
い

ひ

番組放送日程

弁天島

わらび畑（本屋敷）

湯川温泉の宿

錦秋湖遊覧本内川上流（真昼岳登山口付近）

湖畔ステージ



　

6
月
22
日
、
錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

を
会
場
に
、
第
8
回
西
和
賀
町
消
防
操
法
競

技
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
会
は
、
消
防
機
械
器
具
操
作
の

習
熟
と
初
期
消
火
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
消
防
団
各
部
か
ら
の
出

場
チ
ー
ム
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

競
技
は
消
防
団
各
部
対
抗
で
行
わ
れ
、
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
6
隊
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
16
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
で
は
1
隊
5
人
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
で
は
1
隊
4
人
で
、
動
力
消
防
ポ

ン
プ
か
ら
消
火
ホ
ー
ス
を
延
長
し
、
炎
に
見

立
て
た
標
的
に
放
水
。
水
圧
で
標
的
を
倒
す

ま
で
の
計
測
時
間
の
ほ
か
、
ホ
ー
ス
や
器
具

の
踏
み
つ
け
や
け
と
ば
し
、
落
下
が
な
い
か

な
ど
動
作
の
正
確
さ
や
、
隊
員
の
士
気
の
高

さ
な
ど
も
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
会
式
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糯
田
勉
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
（
川
尻
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
会
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訓
練
を
重
ね
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
果
を
充
分
に

発
揮
し
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
団
員

を
激
励
。
出
場
選
手
を
代
表
し
て
3
分
団
1

部（
大
野
）指
揮
者
の
戸
巻
浩
樹
さ
ん
が
「
支

部
大
会
出
場
を
目
指
し
、
最
後
ま
で
競
技
す

る
こ
と
を
誓
う
」
と
宣
誓
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

競
技
が
開
始
さ
れ
る
と
、
こ
の
日
の
た
め

に
連
日
練
習
に
励
ん
で
き
た
操
作
員
は
、
き

び
き
び
と
し
た
動
き
と
大
き
な
か
け
声
を
出

し
な
が
ら
操
法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

競
技
会
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

は
4
分
団
2
部（
太
田
）が
、
小
型
ポ
ン
プ
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
の
部
で
は
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
団
1
部
（
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
）
が
優
勝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輝
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
長
の
髙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
勤
西
和
賀
消

防
署
長
か
ら
は
「
訓
練
の
成
果
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
、
西
和
賀
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ

る
大
会
と
な
っ
た
。
今
後
も
機
械
器
具
の
習

熟
に
努
め
、
町
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
さ

ら
に
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
」
と
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。
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【操法大会結果】（上位3位まで）

▼ポンプ車操法の部
　①4分団2部（太田）　②1分団1部（川尻）　③6分団1部（川舟）

▼小型ポンプ操法の部
　①4分団1部（前郷）　②6分団3部（貝沢）　③6分団2部（若畑）
【最優秀個人賞】（敬称略）

▼ポンプ車操法の部
　指揮者・照井正男（5分団2部部長）　1番員・南川敢行（2分団1部団員）
　2番員・高橋健太（6分団1部団員）　3番員・照井恵悟（1分団1部班長）
　4番員・石川伸也（1分団1部団員）

▼小型ポンプ操法の部
　指揮者・有馬　治（5分団4部部長）　1番員・内記孝洋（4分団1部団員）
　2番員・藤原　伸（6分団2部団員）　3番員・高橋　渉（4分団1部団員）

消
防
技
術
と
士
気
の
競
い
合
い

西
和
賀
町
消
防
操
法
競
技
会

消
防
技
術
と
士
気
の
競
い
合
い

西
和
賀
町
消
防
操
法
競
技
会

糯田団長

髙橋西和賀消防署長



小型ポンプ操法の部3番員最優秀個人賞の菅原崇義さん（中央）

ポンプ車操法の部第3位の1分団1部 小型ポンプ操法の部第3位の6分団3部

　第42回目を迎えた㈶岩手県消防協会北上地区支部消防操法競技会が、7月6日に北上市展勝地駐車場を会場に行われました。
　今大会には西和賀町からポンプ車操法の部2隊と小型ポンプ操法の部3隊、北上市からはそれぞれ4隊ずつの13隊が
出場しました。いずれの部隊も市や町の競技会で上位に入賞した精鋭です。
　当日は真夏を感じさせる強い日差しの下、出場した操作員は汗だくになりながら、真剣な表情で競技に取り組みました。
　競技会の結果は、小型ポンプ操法の部で4分団1部（前郷）が準優勝にくいこむなど、これまで訓練を重ねてきた成果
を出し切りました。

北上地区支部消防操法競技会

【西和賀町消防団の成績】
　▶ポンプ車操法の部　　3位　1分団1部（川尻）　　4位　4分団2部（太田）
　▶小型ポンプ操法の部　準優勝　4分団1部（前郷）　　3位　6分団3部（貝沢）　　7位　6分団2部（若畑）
【最優秀個人賞】（敬称略）
　ポンプ車1番員　高橋真悟（4分団2部団員）　　ポンプ車3番員　照井恵悟（1分団1部班長）
　小型ポンプ1番員　内記孝洋（4分団1部団員）　　小型ポンプ3番員　菅原崇義（6分団2部団員）

小型ポンプ操法の部準優勝の4分団1部

第４分団第１部（前郷）が準優勝!第４分団第１部（前郷）が準優勝!
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7/10

　和賀川の清流を守る会（会長・髙
橋敏彦北上市長）は、河川パトロー
ルと清掃活動を実施しました。和
賀川流域にある企業や団体から約
80人が参加し、小雨が降る中、湯本
温泉や砂ゆっこ付近の川原等で清
掃と不法投棄の監視を行いました。

和賀川の清流を守ろう!
6/26

　沢内小学校3年生22人は、道路
改良工事に伴う七内地区のカタク
リの移植を行いました。移植作業は、
にしわが建設会やカタクリの里づ
くり協議会等の協力のもと、1時間
ほどで約300個の球根を掘り、沢
内小学校敷地に移植しました。

きちょうな植物を守ろう!
7/15

　町農業委員会（髙橋昭貴会長・
太田）は、「農地の日」 にちなんで、
農地パトロールを実施しました。
農業委員など約30人が沢内庁舎で
の出発式に参加し、遊休農地や転
用候補地などの巡回を行い、今後
の検討課題の材料としていきます。

農業と暮らしを守ろう!
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　スイートベイビー（記念品贈呈）について申請方法など詳しくは問い合わせください。　◆問い合わせ先　総務課　☎82‒3281

　湯本温泉郵便局（渡邉俊治局長）
と川尻郵便局（髙橋広一局長・前
郷）は６月 30 日、地域貢献を目
的として、湯田小学校にサッカー
ワールドカップブラジル大会公式
試合球のレプリカを贈呈しました。
　湯田小を訪れた渡邉湯本温泉郵
便局長と髙橋川尻郵便局長は、児
童会長の高橋敬子さん（６年）に
ボールを手渡しました。敬子さん
は「ワールドカップの記念ボール
を贈っていただき、ありがとうご
ざいました。体育の授業でサッカー
をしているので、このボールを使っ
て上手になっていきたいです」と
お礼のあいさつをしました。
　レプリカは小学生用のボールで、
県内全域の郵便局が近隣の小学校
などに贈呈しており、沢内小学校
には猿橋郵便局（猿橋星朗局長・
猿橋）から贈られています。

（慎也さん・のどかさん／大野）
泉　川　こはるちゃん

（隆さん、美智子さん／大野）
ちゃん泉　川　実　咲

みさき

（賢弥さん・智美さん／太田）
和　泉　蒼　真ちゃん

そうま

たくましく育て町の宝
成長の証に

湯田小学校にＷ杯
レプリカ球を贈呈

　第 64回”社会を明るくする運
動”西和賀集会が７月９日、太田
老人福祉センターで開催され北上
地区保護司や民生児童委員、人権
擁護委員、行政相談員、少年補導
員など約 60人が参加しました。
　集会の冒頭では、岩手県更生保
護協会理事長感謝状伝達式が行わ
れ、有限会社沢内電業代表取締役
の和泉哲男さん（太田）が北上地
区保護司会の佐藤郁夫会長より感
謝状の伝達を受けました。この感
謝状は、更生保護事業に対する物
心両面による協力者に対して、更
生保護法人岩手県更生保護協会
理事長が贈呈するもので、碧祥寺
住職の太田祖電さん（太田）、赤坂
医院院長の赤坂隆之さん（湯本）
にも贈られました。

岩手県更生保護協会
理事長感謝状を贈呈

　東北森林管理局は７月９日、東
北森林管理局（秋田市）において
国民の森林づくり推進功労者感謝
状贈呈式及び活動報告会を開催し、
カタクリの会（瀬川強会長・川尻）
が東北森林管理局長感謝状の贈呈
を受けました。感謝状は、東北の
国有林をフィールドとした巡視・
保全活動・教育活動、国産材利用
推進等、様々な活動を通じて国民
参加の森林づくりの推進に功績が
あった方に対し、東北森林管理局
長が贈呈しています。
　カタクリの会は創設から 24年
で 283回の自然観察会を開催、
参加者は 9000 人を超えます。「カ
タクリ通信」で自然の魅力を伝え、
自然保護活動も取り組んでいます。

東北森林管理局長
感謝状を贈呈

一般の部Ａ（40歳未満）大賞作品
「僕がいる僕らはいない夏怒涛」　髙　橋　優　木 さん（野々宿）

夏の日、海の波が風で大きくなったり、小さくなったりしているのを見て、海は長い年月、変わらず
波立っているけれど、自分の側にいる人はどんどん変わっていくと思ったことを句にしました。

第25回 伊藤園「お～いお茶」新俳句大会で大賞受賞
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低
温
殺
菌
技
術
が
強
み

　

低
温
殺
菌
牛
乳
は
、
賞
味
期
限

が
短
く
割
高
が
弱
み
で
し
た
。
し

か
し
、
近
年
は
本
物
志
向
や
こ
だ

わ
り
で
買
う
人
も
多
く
、
大
手
企

業
で
は
作
れ
な
い
低
温
殺
菌
牛
乳

を
作
れ
る
こ
と
を
強
み
に
、
新
鮮

な
生
乳
の
お
い
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

湯
田
牛
乳
を
飲
も
う

　

お
い
し
い
だ
け
で
は
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
な
に

よ
り
地
元
で
愛
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
健
康
を
育
み
、
地
域
の

酪
農
家
を
支
え
る
湯
田
牛
乳
、
地

域
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
愛
し
、

毎
日
飲
ん
で
欲
し
い
も
の
で
す
。

シリーズリーズ「食と観光」「食と観光」
　町の重点プロジェクトは「①６次産業②新病院③西和賀高校④外部人材の活用」
です。今年はさらに「食と観光」をキーワードに、地域の魅力向上を強化し、町づ
くりの理念「産業・環境・健康、人が輝き地域の力満ちる町」の実現に取組みます。
　シリーズでは、「食と観光」をテーマに地域の魅力を紹介していきます。

牛
乳
離
れ
と
価
格
競
争
、
飼
料
高
騰
や
酪
農
家
数
の
減
少

な
ど
厳
し
い
環
境
。
新
鮮
で
お
い
し
い
低
温
殺
菌
牛
乳
を

強
み
に
変
え
、
デ
ザ
ー
ト
市
場
の
開
拓
で
巻
き
返
し
を
図

り
ま
す
。
地
産
地
消
拡
大
も
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
！

湯
田
牛
乳
っ
て
？ 競

争
、
飼
料
高
騰
や
酪
農農
家
数
の
減

牛
乳
離
れ
と
価
格
競。

新
鮮
で
お
い
し
い
低
温温
殺
菌
牛
乳

な
ど
厳
し
い
環
境
。

デ
ザ
ー
ト
市
場
の
開
拓
で
巻
き
返
き
返
し
を

強
み
に
変
え
、
デ

り
ま
す
。
地
産
地
消
拡
大
も
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
！
す

り
ま
す
。
地

食
「
湯
田
牛
乳
」

だ

ゆ

ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う

　

昭
和
24
年
か
ら
酪
農
が
始
ま
り
、

湯
田
農
協
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
が
で

き
、
昭
和
41
年
に
町
・
農
協
・
酪

デ
ザ
ー
ト
の
人
気
商
品

　

平
成
５
年
に
デ
ザ
ー
ト
工
場
が

落
成
し
、
牛
乳
以
外
の
商
品
づ
く

り
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
牛
乳
離

夏
の
自
然
観
光
と
い
え
ば
滝
め
ぐ
り
。
車
を
降
り
て
す
ぐ

に
見
れ
る
観
光
地
と
は
違
っ
て
、
山
道
を
登
り
下
り
す
る

の
が
西
和
賀
流
。
山
深
い
場
所
で
も
あ
り
、
丁
寧
な
説
明

と
案
内
で
気
持
ち
よ
く
観
光
し
て
頂
き
た
い
で
す
！

き

昭
和
4
年

い
え
ば
滝
め
ぐ
り
。
車
をを
降
り
て
す
ぐ

夏
の
自
然
観
光
と
いと

は
違
っ
て
、
山
道
を
登登
り
下
り
す
る

に
見
れ
る
観
光
地
と

観
光
「
滝
め
ぐ
り
」

に
町
・
農
協
・
酪

に
町
・
農
協
・
酪

白
糸
の
滝
め
ぐ
り

　

女
神
山
の
ふ
も
と
に
は
多
く
の

滝
が
あ
り
ま
す
。
白
糸
を
沢
山
垂

ら
し
た
よ
う
に
水
が
流
れ
落
ち
る

白
糸
の
滝
、
姥
滝
と
降
る
滝
を
あ

わ
せ
て
三
滝
と
呼
び
ま
す
。
三
滝

の
ほ
か
に
も
、
ひ
や
げ
滝
、
姫
滝
、

爺
滝
、
不
動
の
滝
と
計
７
つ
の
滝

が
あ
り
ま
す
。

真
昼
山
系
滝
め
ぐ
り

い
滝
な
ど
様
々
な
滝
が
あ
り
ま
す
。

　

幻
想
的
な
風
景
の
真
昼
霊
泉
、

落
差
約
50
メ
ー
ト
ル
の
岩
肌
を
勇

壮
に
流
れ
落
ち
る
真
昼
大
滝
な
ど

特
色
の
あ
る
滝
が
あ
り
ま
す
。

　

お
す
す
め
は
、
①
綾
織
の
滝
②

天
空
の
滝
③
真
昼
霊
泉
④
真
昼
大

滝
と
め
ぐ
る
約
２
時
間
の
コ
ー
ス

で
す
。
途
中
に
ロ
ー
プ
を
伝
う
急

な
山
道
や
川
を
渡
る
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

た
き

農
家
の
出
資
で
湯
田
牛
乳
公
社
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
現
在

の
第
１
工
場
が
落
成
。
生
協
や
学

校
給
食
な
ど
に
取
引
さ
れ
ま
す
。

れ
と
は
反
対
に
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

ス
イ
ー
ツ
は
売
れ
筋
に
な
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
湯
田
牛
乳
ブ
ラ
ン

ド
の
超
人
気
ス
イ
ー
ツ
が
生
ま
れ

る
日
も
近
い
か
も
！

　

７
つ
の
滝
で
一
番
大
き
い
の
は

降
る
滝
で
、
落
差
は
約
50
メ
ー
ト

ル
、
辺
り
の
静
寂
を
打
ち
消
す
滝

の
轟
音
は
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。
一

番
奥
ま
っ
て
い
る
降
る
滝
で
す
が
、

湯
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
す
す
め
は
、
①
白
糸
の
滝
②

女
神
霊
泉
③
岩
清
水
④
降
る
滝
と

ゆ
っ
く
り
め
ぐ
っ
て
約
２
時
間
の

コ
ー
ス
で
す
。

　

今
年
度
中
に
散
策
道
の
整
備
が

行
わ
れ
、
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

奥
羽
山
脈
の
分
水
嶺
の
真
昼
岳

の
真
下
に
は
、
大
小
合
わ
せ
て
20

以
上
の
滝
が
あ
り
ま
す
。
林
道
脇

の
滝
も
あ
れ
ば
、
本
格
的
に
沢
登

を
し
な
い
と
見
る
こ
と
の
で
き
な

ファンの多い白糸の滝

幻想的な真昼霊泉



病院1階　歯科診療室病院1階　ホスピタルモール（患者廊下）

内装・床仕上げ、家具・建具・電気・設備工事
屋根工事、外壁コンクリート補修・塗装工事
外壁・内装・電気・設備工事
外構・オイルタンク・汚水排水槽工事

7月の主な工事予定は次のとおりで、8月上旬に工事完了予定です。

機　　　械　　　棟
棟　　　外　　　部

内　　部
外　　部

病　院　棟
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「
町
立
西
和
賀
さ
わ
う
ち
病
院
」建
設
進
捗
状
況

7
月
1
日
に
北
村
道
彦
病
院
長
が
、
建
設
進
捗
状
況
の
現
場
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

み
ち
ひ
こ

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
沢
内
病
院
事
務
室
　
☎
85
３
１
３
１

病院全景（南から撮影）病院2階　透析室

沢　内　病　院　だ　よ　り
「診察待ち時間」 調査結果の報告

　医療機関で 「待ち時間が長い」 という問題は、いわば “古くて新しい問題” です。
　国が行った 「2011年受動行動調査」 では、患者の51.5％が診察までの待ち時間に対して不満を感じているということ
が明らかになっています。医療機関における待ち時間の長さに対する不満は、病院運営上の重要な改善事項です。
　沢内病院でも 「待ち時間が長い」 という声が多く、曜日によって来院する患者数も違い、待合室が混雑する日などは
待ち時間に対する不満も助長している要因の一つになっているようです。新病院の移転に向け、待ち時間を短縮してス
ムーズに診察を受けていただくことや、予約制の導入を取り入れることによるサービスの向上を図ることを目標に実態
調査を実施しました。結果的には待ち時間が相当長い方もいるということがわかりましたので、改善に努めていきたい
と考えています。

255人
100％
150人
100％
 15人
100％
 22人
100％
442人
100％
234人
100％

 94分

 83分

 62分

 48分

 72分

 38分

 24人
  9％
 14人
 10％
  0人
  0％
  0人
  0％
 38人
  9％
  0人
  0％

 30人
 12％
 12人
  8％
  0人
  0％
  0人
  0％
 42人
 10％
  1人
  1％

 45人
 18％
 18人
 12％
  2人
 13％
  0人
  0％
 65人
 15％
  7人
  3％

 53人
 21％
 26人
 17％
  2人
 13％
  5人
 23％
 86人
 19％
 20人
  9％

 62人
 24％
 42人
 28％
  6人
 40％
  3人
 14％
113人
 25％
 41人
 17％

 41人
 16％
 38人
 25％
  5人
 34％
 14人
 64％
 98人
 22％
165人
 70%

 0～30分 31～60分 61～90分 91～120分
待　　　ち　　　時　　　間

●受付から診察までの待ち時間

121～150分 150分以上診 療 科

内 　 科

外 　 科

眼 　 科

皮 膚 科

医科合計

歯 　 科

合　計 平　　均
待ち時間

※歯科は予約を含む太字は回答が多い待ち時間
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

平
成
26
年
度
保
険
料
額
が
決
定
し
ま
し
た

●
窓
口
負
担
割
合
の
変
更
●

●
高
齢
受
給
者
証
●

　
高
齢
受
給
者
証（
以
下
、
受
給
者
証
）は
、

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

に
交
付
さ
れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
た
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
き
に
は
必
ず
持
参
し
て
、
保
険
証
と
一
緒

に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
受
給
者
証
は
、毎
年
7
月
末
が
有
効
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、新
し
い
受
給
者
証

は
7
月
中
に
該
当
者
に
郵
送
し
ま
す
。
新
し

い
受
給
者
証
が
届
い
た
ら
記
載
内
容
に
間
違

い
が
な
い
か
を
確
認
し
、古
い
受
給
者
証
は
記

載
内
容
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
細
か
く
裁
断

す
る
な
ど
し
て
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担
は
、
法

律
上
2
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
例
措
置

で
こ
れ
ま
で
1
割
負
担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

よ
り
公
平
な
仕
組
み
と
す
る
た
め
、
平
成
26

●
限
度
額
適
用
認
定
証
●

　
70
歳
未
満
の
国
保
の
被
保
険
者
は
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」（
以
下
、
認
定
証
）を
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
一
か
月
ご
と

の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
支

払
う
金
額
が
世
帯
ご
と
の
所
得
区
分
に
応
じ

た
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
認
定
証
も
、毎
年
7
月
末
が
有
効
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
認
定
証
が
必

要
な
人
や
、新
た
に
認
定
証
が
必
要
な
人
は
、

役
場
の
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。申
請
の
際
は
、印
鑑（
現
在
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
は
認
定
証
も
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
認
定
証
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は

役
場
に
申
請
す
る
と
、
限
度
額
を
超
え
た
分

が
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
度
か
ら
こ
の
特
例
措
置
が
見
直
さ
れ
、
平

成
26
年
4
月
2
日
以
降
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
人
か
ら
段
階
的
に
2
割
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
3
月
31
日
以
前
に
70
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
人
は
、
75
歳
に
到
達
す

る
ま
で
は
1
割
の
ま
ま
継
続
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
方
は
3
割
負
担
と
な
り
ま
す
）

国
保
の
各
種
証
の
更
新
時
期
で
す 

〜
毎
年
7
月
末
が
有
効
期
限
〜

国
保
の
各
種
証
の
更
新
時
期
で
す 

〜
毎
年
7
月
末
が
有
効
期
限
〜

●
保
険
料
額
決
定
通
知
書
●

●
被
保
険
者
証
●

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
（
75
歳

以
上
の
医
療
保
険
）
の
被
保
険
者
証
は
有
効

期
限
が
平
成
26
年
7
月
31
日
で
す
。
8
月
1

日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
7

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
記
載

内
容
等
に
不
備
や
不
明
な
点
が
な
い
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
古
い
被
保
険

者
証
は
各
自
で
個
人
情
報
が
わ
か
ら
な
い
よ

う
に
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
度
の
保
険
料
額
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
中

の
所
得
を
基
に
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
年
金
か
ら
納
付（
特
別
徴
収
）を
し

て
い
る
人
で
、口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
す

る
人
は
納
付
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、役
場
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
医
療
保
険
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85
３
４
１
４

○
西和賀　太　郎
昭和○

平成26
２　割
8 1

平成26 8 1

平成27 7 31

○ ○
○

西和賀　太　郎

岩手県和賀郡西和賀町
川尻40－40－71

○○○－○○○○

○

26 8 1

平成26 8 1

27 7 31

西和賀　太　郎
○

○
西和賀　太　郎

西和賀町川尻40－40－71
○○○

○○

B

○ ○

○○○○

○○○○○○○○

岩手県和賀郡西和賀町
川尻40－40－71

西和賀　太　郎 男
昭和○○年○月○日
平成２６年○月○日
平成２６年８月１日
平成２６年８月１日
○　割



子
育
て
支
援
の
お
知
ら
せ

　
妊
婦
、
と
く
に
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し

ん
に
か
か
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん

に
感
染
し
、「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い

う
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
風
し
ん
の
予
防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
、
十
分
な
免
疫
を
獲
得
す
る
こ
と
が
有

効
で
す
。
十
分
な
免
疫
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、

抗
体
検
査
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
岩
手
県
で
は
、
平
成
26
年
度
中
、
風
し
ん

の
抗
体
検
査
を
県
内
の
協
力
医
療
機
関
に
て

無
料
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
医
療
機

関
へ
問
い
合
わ
せ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
県
内
に
居
住
す
る
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
人
。
た
だ
し
、
予
防
接
種

　
歴
が
あ
る
人
、
過
去
に
抗
体
検
査
を
受
け

　
た
こ
と
の
あ
る
人
、
検
査
で
確
定
診
断
を

　
受
け
た
風
し
ん
既
往
歴
の
あ
る
人
は
除
き

　
ま
す
。

　
①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

　
②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
ま
た
は
風
し
ん

　
•
1
日
の
利
用
　
1
，0
0
0
円

　
　（
保
育
料
9
0
0
円+

　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
つ
等
1
0
0
円
）

　※

長
期
休
業
期
間
の
み
は
1
ヶ
月
分
の
利

　
　
用
料
（
学
年
に
応
じ
て
）

●
利
用
す
る
に
は
／『
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
利

　
用
申
込
書
』
と
『
同
意
書
』
を
保
健
福
祉

　
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は

　
保
健
福
祉
課
、
税
務
会
計
課
窓
口
お
よ
び

　
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
児
童
福
祉
係
　
☎
85
3
4
1
2

　
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
未
就

園
児
と
母
親
が
一
同
に
会
し
て
、
育
児
の
悩

み
の
共
有
や
仲
間
作
り
を
目
的
と
し
た
『
子

育
て
サ
ロ
ン
』
を
毎
月
1
回
開
催
し
て
い
ま

す
。

●
日
時
／
8
月
20
日
㈬
10
時
〜

●
会
場
／
沢
内
学
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　（
町
立
沢
内
小
学
校
隣
り
）

　※

10
時
に
沢
内
学
童
ク
ラ
ブ
に
集
合
し
て

　
く
だ
さ
い
。

●
内
容
／
学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
内
を
探
検
し

　
ま
す
。

●
費
用
／
一
家
族
2
0
0
円
を
負
担
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。（
お
や
つ
等
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
西
和
賀
町

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
85
3
2
2
5

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い
て

子
育
て
サ
ロ
ン
開
催
の
お
知
ら
せ
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町
は
、
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
、
昼
間

家
庭
に
い
な
い
小
学
生
に
対
し
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
の
保
育
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
童
／

　
小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
児
童

●
実
施
場
所
お
よ
び
開
閉
所
日
／

　【
湯
田
学
童
ク
ラ
ブ
】

　
　
　
　
　（
町
立
湯
田
小
学
校
の
と
な
り
）

　
•
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
児
童
の
下
校
時
〜
18
時
30
分
ま
で

　【
沢
内
学
童
ク
ラ
ブ
】

　
　
　
　
　（
町
立
沢
内
小
学
校
の
と
な
り
）　

　
•
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
児
童
の
下
校
時
〜
18
時
30
分
ま
で

　※

長
期
休
業
日
期
間
は
、
8
時
〜
18
時
30

　
　
分
ま
で

　※

土
、日
曜
日
　
祝
日
、年
末
年
始
は
閉
所

●
利
用
料
／

　
•
入
　
会
　
金
　
2
，0
0
0
円

　
•
保
　
険
　
料
　
 
　8
0
0
円

　
•
1
〜
2
年
生
　
6
，5
0
0
円

　
　（
保
育
料
5
，0
0
0
円+

　
　
　
　
　　
　
　
お
や
つ
等
1
，5
0
0
円
）

　
•
3
〜
4
年
生
　
4
，0
0
0
円

　
　（
保
育
料
3
，0
0
0
円+

　
　
　
　
　
　
　
お
や
つ
等
1
，0
0
0
円
）

　
•
5
〜
6
年
生
　
3
，0
0
0
円

　
　（
保
育
料
2
，0
0
0
円+

　
　
　
　
　
　
　
お
や
つ
等
1
，0
0
0
円
）

風
し
ん
の
抗
体
検
査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　
　
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶
者

●
実
施
期
間
／
平
成
26
年
6
月
1
日
か
ら
平

　
成
27
年
3
月
31
日
ま
で

●
町
内
協
力
医
療
機
関（
7
月
1
日
現
在
）／

　
赤
坂
医
院（
湯
本
）・さ
わ
う
ち
協
立
診
療
所

　（
新
町
）※

町
外
の
医
療
機
関
を
確
認
し
た

　
い
場
合
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

　
か
、中
部
保
健
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
検
査
費
用
／
無
料

●
持
参
す
る
も
の
／
住
所
を
証
明
す
る
書
類

　（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
）、
風
し
ん

　
の
抗
体
価
の
低
い
妊
婦
の
配
偶
者
の
場
合
、

　
妊
婦
の
抗
体
価
の
わ
か
る
も
の

●
検
査
結
果
／
検
査
後
1
〜
2
週
間
後
に
、

　
検
査
を
受
け
た
医
療
機
関
で
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

●
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http//w

w
w
.pref.

　iw
ate.jp/iryou/kenkou/ fuushin/02

　5139.htm
l

●
問
い
合
わ
せ
先
／
岩
手
県
中
部
保
健
所

　
保
健
課
　
☎
0
1
9
8-
2
2-
2
3
3
1

　7月は 「熱中症予防強化月間」 で
す。夏期（7～9月）における熱中症
による救急搬送者が急増しています。
　熱中症は、日中の屋外での労働や
スポーツの現場での発生のみならず、
夜間や屋内を含め、多様な生活環境
下において、高齢者に限らず幅広い
年代層で発生しています。
　次のことに気をつけて熱中症を予
防しましょう。
①のどの渇きを感じる前に、こまめ
　に水分補給をしましょう。
②帽子や日傘で暑さを避け、涼しい
　服装を心がけましょう。
③暑さに注意し、特に暑い時は無理
　をしないようにしましょう。
●問合先／保健福祉課　☎85‒3411

熱中症に
気をつけて
熱中症に
気をつけて
熱中症に
気をつけて
熱中症に
気をつけて



　
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

滞
納

　
　
　
　
　
　
　

〜
納
税
は
納
期
内
に
〜

　
税
金
や
保
険
料
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
に

使
わ
れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
滞
納
に
よ
り
町
の
重
要
な
財
源
が
損
な
わ

れ
、
町
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
最
終
的
に
は
町
民
全
体
の
不
利
益
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
で
は
差
し
押
さ

え
の
強
化
な
ど
厳
し
い
姿
勢
で
滞
納
整
理
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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山
菜
、
き
の
こ
な
ど
の
販
売
収
入
も

　

申
告
の
対
象
で
す

　
山
な
ど
か
ら
採
取
し
た
山
菜
、
き
の
こ
な

ど
を
販
売
し
て
収
入
を
得
た
場
合
も
、
町
県

民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
販
売
先
か
ら
も
ら
っ
た
金
額
の
わ
か

る
書
類
（
受
取
書
等
）
を
申
告
用
に
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
経
費
が
あ
る

場
合
は
そ
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。

　
一
年
間
の
収
入
支
出
を
と
り
ま
と
め
て
申

告
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

個
人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の

　

特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て

事
業
主
の
皆
様
へ

「
所
得
税
は
源
泉
し
て
い
る
け
れ
ど
、
住
民

税
は
徴
収
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
従
業
員
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い

る
事
業
者
は
、
従
業
員
の
個
人
住
民
税
を
特

別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）
す
る
こ
と
が
法
律

に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
岩
手
県
と
県
内
市
町
村
は
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
に
よ
る
納
付
を
徹
底
し
、
平
成
27

年
度
に
は
特
別
徴
収
に
一
斉
切
替
え
す
る
取

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
事
業
所
に
は
今
年
の
10
月
頃
に

事
前
の
通
知
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

■
滞
納
に
は
必
ず
延
滞
金

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
場

合
は
、
本
税
の
ほ
か
に
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
が
か
か
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
め
た

人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
延
滞
金
は
必

ず
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
早
め
の
納
税
相
談
を

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
内

に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、

納
期
内
に
税
務
会
計
課
（
収
納
グ
ル
ー
プ
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
生
活
状
況
等
を

聞
き
取
っ
た
う
え
で
、
徴
収
の
猶
予
な
ど
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
付
計

画
を
守
ら
ず
、
不
履
行
に
な
っ
た
場
合
は
滞

納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
と
個
別

の
事
情
を
町
で
は
把
握
で
き
ず
、
法
令
に
基

づ
き
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
さ
か
！
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
な
ん
て…

こ
ん
な
話
を
よ
く
聞
き
ま
す

Ｑ
：
少
額
滞
納
で
も
滞
納
処
分
（
差
押
等
）

　

の
対
象
に
な
る
の
か
？

Ａ
：
滞
納
金
額
に
関
係
な
く
、
差
し
押
さ
え

　

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
等
）
の
前
に

　

自
宅
訪
問
は
し
な
い
の
か
？

Ａ
：
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
等
）
を
執
行

　

す
る
た
め
に
、
自
宅
等
を
訪
問
し
て
納
付

　

の
催
告
を
行
う
こ
と
は
、
原
則
、
行
い
ま

　

せ
ん
。
税
金
は
納
期
内
で
の
自
主
納
付
が

　

大
原
則
で
す
。
督
促
状
発
送
日
か
ら
10
日

　

を
経
過
し
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
滞

　

納
処
分
（
差
し
押
さ
え
等
）
の
対
象
に
な

　

り
ま
す
。

Ｑ
：
許
可
な
く
財
産
を
調
べ
る
こ
と
は
、
プ

　

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
は
な
い
か
？

Ａ
：
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
国
税
徴
収
法
・

　

地
方
税
法
に
基
づ
き
、
税
務
会
計
課
職
員

　

は
す
べ
て
の
財
産
に
対
す
る
調
査
権
限
が

　

発
生
し
ま
す
。
こ
の
権
限
に
よ
り
、
調
査

　

を
受
け
る
勤
務
先
の
事
業
所
・
金
融
機
関

　

な
ど
の
関
係
機
関
は
、
協
力
し
な
け
れ
ば

　

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
財
産
調
査
は
、

　

個
人
情
報
保
護
法
に
は
抵
触
し
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
借
金
が
あ
る
か
ら
税
金
を
納
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
な
い
。

Ａ
：
税
金
は
個
人
債
務
（
借
金
）
よ
り
優
先

　

さ
れ
ま
す
。
地
方
税
法
第
14
条
で
は
、
税

　

金
は
す
べ
て
の
借
金
な
ど
よ
り
優
先
さ
れ

　

る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
会
計
課
　
　
　
　

　
　
　
電
話
　
☎
82
3
2
8
2
･
3
2
8
3

※

納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
7
月
31
日
㈭
で
す
。

今
月
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
納
期
限

固

定

資

産

税　

２
期

国
民
健
康
保
険
税　

１
期

介

護

保

険

料　

１
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

１
期

【平成25年度　財産等の差押状況】

1,646,103 円
855,750 円
23,580 円

（５件を26年度取立済）
83,500 円

1,645,200 円
0円

（26年度取立予定）

0円
（26年度取立予定）

4,254,133 円

９
10

７

４
８

１

１

40

預貯金
給料等

所得税還付金

自動車税還付金
経営安定所得対策交付金

生命保険

不動産

　　　　合　　　　計　

差押取立金額件　数財産区分



川舟区と湯口区の交流会開催

NISHIWAGA TOPICS

五穀豊穣祈願とすばらしい自然を満喫 三滝不動明神参拝と女神山登山

　７月３日、下前で三滝不動明神参拝と女神山登山が
行われました。下前地区の皆さんが、「白糸の滝」 麓
にある 「三滝不動明神」 に参拝し、女神山に登山する
地区恒例行事です。
　当日は、下前公民館に参加者約40人が集合して出発
式を行いました。参加した湯田小学校２年生の高橋悠
人君（下前）は 「今日はがんばって女神山に登ります」
と元気にあいさつしました。出発式のあと下前風景林
に向かい、三滝不動明神を参拝して五穀豊穣を祈願し
た後、希望者たちが白糸の滝、女神山を目指し、山頂
で昼食をとって県境コースを下ってブナ見平、降る滝、
岩清水、女神霊泉とめぐり、地域のすばらしい自然を
満喫しました。下山後は、公民館にて直会を行い、豊
作と健康を願いながら親睦を深めました。

　7月5日、山の神温泉優香苑（花巻市）で川舟区と
花巻市湯口区との交流会が開催されました。交流会は、
川舟区運営協議会（髙橋定雄会長・川舟）と花巻市の
湯口地区区長会要望等委員会（佐藤精一会長）が、
「銀河なめとこライン」 で結ばれる両地区の住民相互
交流と同ライン未整備区間の早期開通を働きかけるこ
とを目的に昨年から行っています。
　今回の交流会には、川舟区から同協議会役員など11
人が湯口区を訪問、宮沢賢治記念館などを見学し、交
流会で湯口区の代表者らと意見交換をしました。髙橋
協議会長は、交流会を終えて 「湯口区の人口は西和賀
町よりも多く、川舟区とは規模が違うが、さらに交流
を深めていきたい」 と話し、今後も相互に交流事業に
取り組んでいくことを確認し合いました。

三滝不動明神参拝後にお神酒が振舞われました

優香苑での川舟区と花巻市湯口区との
交流会の様子

らいなお

はる
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道路や水路などの管理は協力体制で アドプト協定による環境整備

「銀河なめとこライン」 が結ぶ絆

　にしわが建設会（菅原政一会長）、西和賀土地改良
区（為田收一理事長）と町の3者は、地域の共有財産
である農業用水路の清掃・緑化活動等を協働で行うこ
とにより、農業用水利施設等への愛着心を深め、利用
者のマナー向上と清潔で快適な地域づくり推進を図る
ための協定（アドプト協定）を結んでいます。
　アドプト制度とは、道路・水路等の公共施設の一部
の区域や区間を 「養子」 とみなして、住民、団体、企
業等が 「里親」 となり、「養子」 となった施設の一部（区
域等）を責任をもって保守管理していく制度です。（ア
ドプト⇔養子縁組）この協定による草刈り作業が7月
4日、にしわが建設会が中心となり行われました。協
定を結んでいる弁天地区の区間およそ1㎞の水路敷地
の草刈りやゴミ拾いを行い、整備を行いました。 アドプト協定ＰＲ看板（Ｈ25年設置）

周辺の草刈作業風景

と



美しいブナ 「沢尻岳」 に学ぶ親子行事 沢内小学校６学年 「沢尻岳登山」

地域レーダー
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花の名山 「南本内岳」 に学ぶ親子行事
みなみ ほん ない だけ 湯田小学校６学年 「南本内岳登山」

　7月5日、南本内岳で湯田小学校６学年の親子登山
行事が行われました。登山には、6年生の児童 17 人と
その親など含めて合計 39 人が参加し、本年3月に発
足した西和賀登山ガイドの会からの派遣ガイド3人の
案内で町内最高峰の南本内岳（標高1486メートル）の
頂上を目指しました。南本内岳は、雪どけから高山植
物が咲き乱れるお花畑が有名で、遠方からの登山客が
多い山です。
　8時30分に登山口を出発し、お花畑コースでは花を
眺めながら一部雪渓を登り、正午頃に山頂に到着しま
した。曇り空でしたが晴れ間には周辺の山々を見るこ
とができ、疲れも忘れるような眺望と登頂した達成感
に児童たちは満足した笑顔を見せていました。

　7月13日、沢尻岳で沢内小学校6学年の親子登山行
事が行われました。登山には、6年生の児童23人とそ
の親など含めて合計48人が参加し、大荒沢岳と並び町
北端に位置する沢尻岳（標高1260メートル）の頂上を
目指しました。沢尻岳は、町民でも知る人が少ない隠
れた登山ルートで、山頂での眺望とブナの林がとても
美しい山として、町外から足しげく通う登山者も多い
山です。
　8時30分に貝沢登山口を出発し、ブナ林を進んで正
午前に山頂に到着しました。あいにくの小雨交じりの
曇り空でしたが、山頂にたどり着いた児童たちは高下
岳や和賀岳、大荒沢岳などの山々が取り囲む眺望に喜
びの声を上げて、登頂した達成感に満足した様子でし
た。沢内小学校6学年親子行事

「沢尻岳登山」 山頂での記念撮影

七夕の笹飾りにどんな願いを書いたのかな？ 川尻保育園で七夕参観日を開催

湯田小学校6学年親子行事
「南本内岳登山」 山頂での記念撮影

　7月7日、川尻保育園では七夕にあわせた七夕参観
日が行われました。七夕参観日では、親子で短冊に願
いを書いて、笹飾りを作りました。当日は、小規模多
機能ホーム 「ひなたぼっこ」 からも10人の利用者が参
加しました。
　笹飾りを作り終えた園児たちは、園長先生の七夕物
語を聞いて、短冊に書いたお願い事をみんなの前でお
話しました。年長園児のばら組の短冊発表では、高鷹
玲奈ちゃんが 「大きくなったら（アナと雪の女王の）
アナになりたいです」 と発表、武田 誠君は 「大きく
なったらお医者さんになりたいです」 と思いを話すな
ど。みんな上手に発表できました。お願い事の発表の
あと、園児たちはお遊戯を披露し、最後には親子での
レクリエーションを楽しみました。 大きな短冊に大きな願いを込めて飾る園児たち

れい な

こう せい

さわ じり だけ
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か
た
く
り
日
記

平
成
26
年
7
月

◆第30回全国小学校陸上競技交流大会岩手県大会
（6月22日／岩手県営運動公園陸上競技場）
〈女子〉▼ソフトボール投げ②高橋明華音（沢内小６年・泉
沢）53ｍ71

◆第65回岩手県ＡＢＣ級水泳競技大会
（6月22日／湯本屋内温泉プール）
〈中学生・男子〉 ▼50ｍ平泳ぎ②南川陸登（湯田中２年・大
沓）41秒40
〈小学４～６年・女子〉 ▼50ｍ平泳ぎ③佐藤志渚（湯田小６
年・川尻）47秒16 ▼50ｍ自由形③佐藤志渚（湯田小６年・川
尻）37秒07 ▼100ｍ個人メドレー①佐藤志渚（湯田小６年・
川尻）１分32秒21

◆平成26年度岩手県陸上競技選手権大会※8位までの記録
（6月27日～29日／北上総合運動公園北上陸上競技場）
〈男子〉 ▼400ｍ（１部）⑦高橋佑哉（黒沢尻工業高３年・猿
橋）49秒59 ▼400ｍリレー（１部）②一関高専Ａ（３年　為
田桂太郎・新町） ▼やり投げ（１部）⑧髙橋洋輝（西和賀高
３年・猿橋）46ｍ18 ▼5000ｍ競歩（１・２部共通）④吉田雅
昂（西和賀高３年・若畑）24分０秒25

◆第9回町行政区対抗軟式野球大会
（6月29日／錦秋湖グランド）
【優勝】湯本・湯田体協
【準優勝】志賀来体協
【第３位】川尻体協・西部体協

◆第99回志賀来ドーム愛好杯ゲートボール大会
（7月4日／志賀来ドーム）
④槻沢（南川賢一、南川真喜子、小林ハツエ、竹沢房子、高
橋ミヤノ）⑤弁鍵（高橋幸一、高橋叔子、石川ヒサノ、柿沢
一男、有馬礎）⑥前郷（内記健一、内記正志、内記陽子、高橋
キセ、照井國男）⑦新町（照井文男、高橋貞夫、伊勢郁、深澤
ツメ子）⑧猿橋（和泉重栄、和泉せつ、米沢安子、高橋キク、
石川強司）⑪川尻（真壁クミ子、菅野タカ子、高橋節子、竹
沢光子、米沢ヨリ）

◆第66回岩手県民体育大会
【ボート】（6月28日～29日／御所湖レガッタコース）
〈男子〉 ▼シングルスカル（成年）②米澤豪範（みちのくコ
カコーラ・太田） ▼舵手つきクォドルプル（少年Ｂ）③小原
和輝（西和賀高１年）／佐藤雅隼（西和賀高１年）／小原美
輝（西和賀高１年）／北村竜二（西和賀高１年・貝沢）／久
保真輝（西和賀高１年・貝沢）
〈女子〉 ▼シングルスカル（少年Ａ）③竹澤ゆきみ（西和賀
高３年・槻沢） ▼ダブルスカル（少年Ａ）③東海林遥（西和
賀高２年・左草）／深澤秀子（西和賀高２年・太田） ▼シン
グルスカル（少年Ｂ）③佐藤祐実（西和賀高１年・下前）
【陸上】（７月11日～13日／岩手県営運動公園陸上競技場）
〈男女総合〉 ▼町村の部①矢巾町②紫波町③西和賀町
〈男子〉 ▼10000ｍ競歩（１部）②吉田　琢哉（盛岡市役所・
若畑）42分34秒17 ▼棒高跳び（１部）②高橋　拓実（東北
大・川尻）４ｍ70 ▼400ｍ（２部）③高橋佑哉（黒沢尻工業高
３年・猿橋）50秒10 ▼やり投げ（２部）⑤髙橋洋輝（西和賀
高３年・猿橋）47ｍ28 ▼5000ｍ競歩（２・３部共通）②吉田
雅昂（西和賀高３年・若畑）23分08秒78 ▼5000ｍ（４部）⑥
齋藤陽一（西和賀陸協・大沓）17分02秒04

（丸数字は順位。　敬称略 総務課調べ）スポーツ結果

タ
イ
ト
ル
は
『
西
和
賀
清
流
紀
行
』
。

お
礼
に
、
湯
田
牛
乳
公
社
の
贈
答
セ
ッ

ト
を
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
挨
拶
状

（
は
が
き
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

『
カ
レ
ン
ダ
ー
お
送
り
し
た
ら　

今
日

ど
っ
さ
り
プ
リ
ン
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
乳

製
品
が
届
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
お
い

し
い
名
産
品
が
、
ユ
リ
や
リ
ン
ド
ウ
、

野
菜
、
山
菜
の
他
に
も
あ
る
ん
で
す

ネ
！
ま
す
ま
す
西
和
賀
好
き
に
な
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

で
い
た
だ
き
ま
す
』
（
全
文
）

　

７
月
は
「
ふ
み
月
」
。
天
下
の
大
女

優
か
ら
届
い
た
〝
絵
入
り
ハ
ガ
キ
〞
は
、

西
和
賀
町
の
新
た
な
財
産
に
な
り
そ
う

で
す
。
あ
り
が
と
う
・
・
・

　

７
月
19
日
は
、
北
上
宝
飾
株
式
会
社

の
創
立
30
周
年
祝
賀
会
で
し
た
。
企
業

努
力
に
よ
る
継
続
と
発
展
に
、
心
か
ら

感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝

　

夏
真
っ
盛
り
、
と
は
い
っ
て
も
、
い

ま
だ
梅
雨
明
け
し
て
い
な
い
こ
の
季
節
。

葉
っ
ぱ
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
毛
虫
も
、

羽
化
し
て
産
卵
へ
。
種
の
保
存
は
、
い

つ
の
時
代
も
命
が
け
で
す
。
命
が
け
で

な
け
れ
ば
、
次
の
時
代
に
つ
な
が
ら
な

い
か
ら
で
し
ょ
う
か
・
・
・

　

第
96
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

岩
手
県
大
会
。
西
和
賀
高
校
は
、
宮
古

北
・
沼
宮
内
高
校
と
の
連
合
チ
ー
ム
で

参
加
し
ま
し
た
。
思
う
よ
う
な
練
習
も

で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
岩
手

県
営
球
場
に
お
い
て
み
ご
と
な
〝
高
校

野
球
〞
を
魅
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
感

動
を
あ
り
が
と
う
」
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
７
月
18
日
の

岩
手
日
報
紙
の
「
論
壇
」
に
は
『
誇
り

に
思
う
連
合
チ
ー
ム
』
と
題
し
て
、
後

援
会
事
務
局
長
の
投
稿
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

　

７
月
７
日
か
ら
９
日
。
女
優
『
名
取

裕
子
』
さ
ん
に
よ
る
、
Ｔ
Ｖ
番
組
の
ロ

ケ
が
あ
り
ま
し
た
。
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
の
ご

好
意
で
実
現
出
来
た
も
の
で
す
。
予
定
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「みんなのページ」は、
皆さんからの情報や
お便り、旬の情報を

紹介していくコーナーです。

「
湯
本
鬼
剣
舞
」仲
間
求
む
！！

みんなの
ページ

 

「
湯
本
鬼
剣
舞
」
は
、
町
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
今
年
設
立
45
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
50
年
、
１
０
０
年
に
向
け
て
、

今
秋
に
は
秘
伝
書
伝
授
式
（
新
師
匠
継

承
）
並
び
に
念
仏
剣
舞
供
養
塔
の
建
立
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
育
成
組
織
に
あ
た
る

「
湯
本
鬼
剣
舞
少
年
団
」
も
昨
年
30
周
年

を
迎
え
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
昨

年
10
月
5
日
に
は
盛
大
に
祝
賀
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
団
の
子
ど
も
達
は
毎
週
木
曜
日
、

湯
田
ト
レ
セ
ン
（
湯
本
）
で
稽
古
に
励
ん

で
い
ま
す
が
、
一
緒
に
活
動
す
る
大
人
の

踊
り
手
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
２
人
も
岩
手
が
世

界
に
誇
る
「
鬼
剣
舞
」
の
稽
古
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
郷
土
芸
能
「
鬼
剣
舞
」
に
参

加
し
て
、
一
緒
に
伝
統
の
汗
を
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
湯
本
鬼
剣
舞

　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

忍　
☎
84
２
９
１
７

キュウリの実に咲いた花
髙橋　明雄さん（泉沢）

湯
田
ト
レ
セ
ン（
湯
本
）で
の
稽
古
風
景

◆問い合わせ先／総務課　☎82‒3281おたより随時募集おたより随時募集

※

こ
の
他
に
も
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
指
定
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
（
３
年
間
）

○
応
募
方
法

　

８
月
11
日
㈪
〜
９
月
19
日
㈮
の
間
（
土

日
祝
日
を
除
く
）
に
、
募
集
要
項
に
従
っ

て
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
・
問
合
先

　
　
　
　
　

政
策
推
進
室　

☎
82
３
２
８
４

　
　
　
　
　
　

※

募
集
要
項
は
、
西
和
賀
町
役
場
湯
田
庁

舎
（
政
策
推
進
室
）
に
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

町
は
、
次
の
と
お
り
平
成
27
年
度
か
ら

の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

公
衆
浴
場
や
体
育
施
設
、
教
育
・
文
化

施
設
な
ど
、
住
民
の
福
祉
増
進
の
目
的
で

設
置
さ
れ
て
い
る
「
公
の
施
設
」
の
管

理
・
運
営
を
、
町
に
代
わ
っ
て
民
間
事
業

者
な
ど
が
行
う
こ
と
が
出
来
る
制
度
で
す
。

○
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
施
設

　

15
の
施
設
を
対
象
に
、
左
の
表
の
と
お

り
10
の
指
定
単
位
ご
と
に
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法
人

そ
の
他
の
団
体
（
法
人
格
の
有
無
は
問
わ

な
い
が
個
人
は
不
可
）

指
定
管
理
者
の
募
集
の
お
知
ら
せ

指
定
管
理
者
の
募
集
の
お
知
ら
せ

峠山パークランド
「オアシス館」

川尻温泉「ほっとゆだ」、

槻沢温泉「砂ゆっこ」、

錦秋湖温泉「穴ゆっこ」

巣郷老人憩の家「福寿荘」

焼地台公園

森林体験交流センター
「ゆう林館」、
レストハウスゆのさわ

沢内バーデン、
雪冷房併設土間付体
育館「志賀来ドーム」

湯本屋内温泉プール

農村景観活用交流施設
「ふれあいゆう星館」、
長峰公園

健康管理センター「丑の湯」

真昼温泉

施　設　名指定単位

2

3
4

5

6

7

8

9
10

１



　

水
道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
等
の
支
払
い

に
関
し
て
、
支
払
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い
な

い
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。（
例
え
ば
、
水
道

料
金
は
口
座
振
替
で
、
下
水
道
の
使
用
料
は

納
付
書
で
納
め
て
い
る
な
ど
）
こ
の
ま
ま
で

は
、
自
分
自
身
の
納
付
状
況
の
把
握
が
難
し

く
な
る
ほ
か
、
手
続
き
も
煩
雑
に
な
り
労
力

と
経
費
が
か
か
り
増
し
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
確
実
な
納
入
の
た
め
、
口
座
か

ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
る
支
払
い
を
お
勧
め

し
て
お
り
ま
す
。
も
し
も
、
支
払
い
方
法
が

異
な
る
場
合
は
、
極
力
統
一
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
切
り
替
え
の
手
続
き
は
簡
単
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
係
ま
で
連
絡
し
て
い
た
だ

く
か
、
湯
田
庁
舎
建
設
課
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。（
窓
口
で
の
手
続
き
の
場
合
は
、

口
座
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
が
必
要
で
す
。）

●
問
合
先
／
建
設
課
公
営
事
業
グ
ル
ー
プ　

☎
82
3
2
8
9

　

森
林
は
所
有
者
の
資
産
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
水
源
涵
養
や
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
公
共
財
で
も
あ
り
、

地
域
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
資
源
で
す
。

　

森
林
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
に
、

伐
採
届
出
の
提
出
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
森
林
を
伐
採
す
る
場
合
は
市
町
村
長
へ

届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
届
出
時
期
／
実
際
に
伐
採
を
始
め
る
90
日

か
ら
30
日
前
ま
で

●
届
出
者
／
①
自
分
で
伐
採
す
る
と
き
は
森

林
所
有
者
②
事
業
者
に
伐
採
を
依
頼
す
る

と
き
は
森
林
所
有
者
と
事
業
者
と
の
連
名

●
届
出
先
／
伐
採
す
る
森
林
の
所
在
市
町
村

●
問
合
先
／
農
林
課　
　
　

☎
85
3
4
1
5

　

西
和
賀
町
統
計
調
査
員
協
議
会
で
は
、
統

計
思
想
普
及
の
た
め
、
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
／
第
1
部
は
小
学
校
1
・
2
年

生
、
第
2
部
は
小
学
校
3
・
4
年
生
、
第
3

部
は
小
学
校
5
・
6
年
生
、
第
4
部
は
中
学

生
、
第
5
部
は
高
校
生
・
一
般
、
パ
ソ
コ
ン

統
計
グ
ラ
フ
の
部
は
小
学
生
以
上

●
課
題
／
各
部
と
も
自
由
。
た
だ
し
、
小
学

校
4
年
生
以
下
の
応
募
に
つ
い
て
は
、
児

童
が
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結
果
を

グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

●
応
募
締
切
／
8
月
15
日
㈮

●
応
募
・
問
合
先
／
総
務
課
☎
82
3
2
8
1

　

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
。
試
験
日
な
ど
募
集
種
目
ご
と
に

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
募
集
種
目
／
①
航
空
学
生
②
一
般
曹
候
補

生
③
自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格
／
①
高
卒（
見
込
み
含
む
）で
21

歳
未
満
②
③
と
も
に
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
受
付
期
間
／
8
月
1
日
㈮
〜
9
月
9
日
㈫

●
問
合
先
／
町
民
課 
 
 

☎
85
2
1
1
1

　

自
衛
隊
北
上
地
域
事
務
所
☎
63
6
7
3
6

　

岩
手
中
部
広
域
行
政
組
合
で
は
、
次
の
と

お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
職
種
・
人
数
／
一
般
事
務
１
人

●
条
件
／
昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
廃
棄
物
の
処
理
に
関

す
る
実
務
（
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
に

お
け
る
運
転
業
務
、
保
守
・
点
検
業
務
）

に
5
年
以
上
従
事
し
た
経
験
が
あ
る
人
は
、

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
組
合
に
提
出
（
申
込
書
は
組
合
や
西
和

賀
町
役
場
総
務
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
郵

便
に
よ
る
請
求
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

●
申
込
期
限
／
8
月
11
日
㈪

●
１
次
試
験
日
／
9
月
21
日
㈰

●
申
込
・
問
合
先
／
岩
手
中
部
広
域
行
政
組

合
（
〒
024
―
0392
北
上
市
和
賀
町
横
川
目
11

地
割
160
番
地
）　　
　
　

☎
72
8
2
8
6

　

8
月
は
水
稲
の
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
防

除
時
期
で
す
。
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
効
果

的
な
防
除
と
ミ
ツ
バ
チ
へ
の
危
被
害
防
止
の

た
め
、
次
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
稲
農
家
の
対
策

　

①
適
期
防
除（
穂
揃
い
1
週
間
後
）の
徹
底

　

②
農
薬
の
飛
散
防
止

※
7
月
以
前
及
び
9
月
中
旬
以
降
の
カ
メ
ム

シ
類
防
除
の
た
め
の
農
薬
散
布
は
絶
対
に
避

け
て
く
だ
さ
い
。

●
養
蜂
家
の
対
策

　

①
水
場
の
確
保

（
ミ
ツ
バ
チ
を
水
田
に
近
づ
け
な
い
）

　

②
周
辺
の
水
稲
農
家
へ
の

巣
箱
の
位
置
の
周
知

　

③
巣
箱
の
移
動

●
留
意
事
項
／
西
和
賀
地
域
の
今
年
の
平
均

的
な
カ
メ
ム
シ
防
除
適
期
は
8
月
中
下
旬

頃
で
す
が
、
水
田
圃
場
毎
に
水
稲
の
生
育

差
が
あ
る
こ
と
や
、
カ
メ
ム
シ
の
発
生
状

況
等
に
よ
り
、
防
除
時
期
は
8
月
上
旬
〜

9
月
上
旬
の
長
期
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
防
除
時
期
に
関
す
る
今
後
の
情
報

に
ご
留
意
願
い
ま
す
。

●
問
合
先
／
西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　

☎
82
3
1
2
5

　
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
西
和
賀
地
域

営
農
セ
ン
タ
ー
☎
85
3
3
0
1

　

公
益
社
団
法
人
岩
手
県
農
業
公
社
（
農
地

中
間
管
理
機
構
）
は
、
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
農
地
中
間
管
理

事
業
に
よ
り
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
公
社
は
、

こ
の
事
業
で
公
社
が
借
り
入
れ
た
農
地
を
借

り
受
け
た
い
（
公
社
か
ら
の
転
貸
を
希
望
す

る
）
人
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
募
集
の
期
間

は
、
8
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
で
す
。
詳

し
く
は
、
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.i-agri.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
農
林
課　
　
　

☎
85
3
4
1
5

　
　
　
　
　

農
業
委
員
会　

☎
85
3
4
1
3

お知らせ
料
金
支
払
方
法
の
統
一
を
‼

森
林
の
伐
採
は
届
出
を

役
場
か
ら
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自
衛
官
を
募
集

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル作品

の
募
集

農
用
地
等
の
借
受
け希

望
者
を
公
募

岩
手
中
部
広
域
行
政
組
合職員

の
募
集

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
に
つ
い
て

〜
ミ
ツ
バ
チ
へ
の
被
害
に
注
意
〜

国
や
県
か
ら

　
熱
中
症
の
水
分
補
給
に
は
、
牛
乳
が
良
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
牛
乳
を
飲
む
と
、
血
液
量
が
増

加
し
て
、
体
温
調
節
を
し
や
す
く
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
水
分
や
必
要
な
栄
養
分
も
補
給
で
き
る
の

で
、
熱
中
症
の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

暑
い
夏
も 

お
い
し
い
湯
田
牛
乳
で
元
気
に
！

夏
は
熱
中
症
に
ご
注
意
！
暑
さ
対
策
と
水
分
補
給
を



　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大

会
公
式
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

●
作
品
の
種
類
／
①
第
71
回
国
民
体
育
大
会

「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
本
大
会
用
、
②

第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
希

望
郷
い
わ
て
大
会
」
用
、
③
第
71
国
民
体

育
大
会
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
冬
季
大

会
用
の
3
種
類
。

※
①
②
は
2
点
1
セ
ッ
ト
で
の
募
集
で
す
。

●
応
募
資
格
／
小
学
生
以
上

●
応
募
期
限
／
10
月
10
日
㈮

●
大
会
Ｈ
Ｐ
／http://w

w
w
.iw
ate2016.jp/

●
応
募
・
問
合
先
／
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・

希
望
郷
い
わ
て
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

 

☎
0
1
9-

6
2
9-

6
2
9
5

　

11
月
の
計
量
管
理
強
調
月
間
に
ち
な
ん
で
、

計
量
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
作
品
／
未
発
表
の
標
語
で
計
量
・
計

測
、
環
境
保
全
に
関
係
す
る
も
の

●
応
募
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
、封
書
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
何
点
で
も
併
記
可

◆
応
募
・
問
合
先
／
一
般
社
団
法
人　

計
量

計
測
技
術
セ
ン
タ
ー
（
〒
020
―
0846
盛
岡
市

流
通
セ
ン
タ
ー
北
一
丁
目
8
番
10
号
）

☎
0
1
9-

6
3
9-

0
9
0
9

　

錦
秋
湖
及
び
和
賀
川
活
用
に
関
す
る
検
討

委
員
会
で
は
、貯
砂
ダ
ム
の
愛
称
を
募
集
中
で
す
。

　

貯
砂
ダ
ム
は
、
ダ
ム
内
の
通
廊
か
ら
、
流

れ
落
ち
る
水
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
珍
し
い

構
造
で
、
町
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
愛
称
を
付
け
て
、
よ
り
親
し
み
や

す
い
場
所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
は
が
き･

フ
ァ
ッ
ク
ス･

メ
ー
ル･

直
接

●
記
入
事
項
／
貯
砂
ダ
ム
愛
称（
ふ
り
が
な
）

･

愛
称
に
込
め
た
想
い（
理
由
）･

郵
便
番

号･

住
所･

氏
名（
ふ
り
が
な
）･

電
話
番

号･

年
齢（
任
意
）

●
応
募
締
切
／
8
月
18
日
㈪
必
着

●
公
表
／
9
月
20
日
㈯
公
表
式
で
発
表

●
応
募
・
問
合
先
／
錦
秋
湖
及
び
和
賀
川
活

用
に
関
す
る
検
討
委
員
会
事
務
局
（
西
和

賀
町
観
光
協
会
内
）　　

☎
81
1
1
3
5

☎
81
1
1
3
6

　

西
和
賀
町
在
住
の
写
真
家
、
陶
芸
家
、
木

工
家
の
合
同
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
元
で
活
動
す
る
作
家
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間
／
8
月
9
日
㈯
〜
8
月
17
日
㈰

8
時
30
分
〜
19
時
30
分

●
展
示
会
場
／
湯
夢
プ
ラ
ザ
1
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
前
）

●
入
場
／
無
料

●
展
示
内
容
／

　

写
真
20
点
（
小
野
寺
聡
・
瀬
川
強
）

　

陶
器
（
菊
池
啓
二
）

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
（
竹
澤
直
樹
）

●
そ
の
他
／
8
月
9
日
〜
13
日
の
8
時
30
分

〜
17
時
ま
で
は
展
示
即
売
も
し
ま
す
。

●
問
合
先
／
瀬
川
強　
　
　

☎
82
3
6
0
1

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

5 0
（4）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。

6月16日～7月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（6月分）

交通事故の状況 （6月分）

住民の動き （6月分）

（71）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（20件）
1件

件数 0件

（26人）
1人

（76件）
8件

（73人）
8人

（59件）
6件

■救急

■火災

（56人）
6人

（155件）
15件

（155人）
15人

－
－
－
＋
－
＋
－
±

12
8
0
12

6，333
2，969
3，364
2，397

（2件）

7
4
3
1
2
2
4
0

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

※救急は4月から町外への出動を含む件数（　）は1月からの累計

6月17日

6月19日

6月19日

6月28日

7月 2日

7月10日

7月13日

7月14日

（84歳）

（95歳）

（94歳）

（95歳）

（76歳）

（90歳）

（88歳）

（99歳）

椛　本　八重子さん

菅　原　カ　ヨさん

佐々木　ミツエさん

小田島　ス　ミさん

佐々木　昭　一さん

田　村　甲　子さん

髙　橋　正　三さん

佐々木　ハ　ヤさん

若　畑

大　沓

川　舟

細　内

前　郷

下左草

前　郷

川　舟

菊　地　雄　太さん（川　尻）・ （鍵　飯）

末　永　く　お　幸　せ　に

柿　澤　智恵美さん

お知らせ
貯
砂
ダ
ム
愛
称
を
募
集

雪
と
氷
の
写
真
・
陶
芸
・

木
工
ク
ラ
フ
ト
展
の
開
催
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そ
の
他

い
わ
て
国
体
公
式

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
募
集

「
け
い
り
ょ
う
」

強
調
月
間
標
語
の
募
集
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６
月
30
日
・
７
月
１
日
の
二
日

間
、
西
和
賀
高
校
の
二
大
生
徒
会

行
事
の
一
つ
で
あ
る
体
育
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
団
結
力

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま

た
各
ク
ラ
ス
総
合
優
勝
を
目
標
と

し
て
、
皆
一
丸
と
な
り
、
競
技
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
中
で
も

三
年
生
は
、
高
校
最
後
の
体
育
祭

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
一
層

気
合
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

は
圧
倒
的
な
強
さ
で
３
年
B
組
が

優
勝
し
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
、

良
い
汗
を
か
き
、
こ
の
二
日
間
を

大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

体
育
祭

体
育
祭

全校一の力持ち！！

よいしょ！

盛り上がった選抜リレー

優勝した３年B組

July
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７
月
２
日
〜
７
月
４
日
の
三
日
間
、

西
和
賀
高
校
二
学
年
の
全
生
徒
が
、
職

場
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実
習
先

は
西
和
賀
町
内
や
北
上
市
内
の
事
業
所

で
実
際
に
様
々
な
仕
事
を
体
験
し
、
働

く
こ
と
の
大
変
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

社
会
に
貢
献
す
る
喜
び
を
知
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
半
面
、
私
た

ち
が
社
会
人
に
な
る
た
め
に
今
後
改
善

し
て
い
く
点
を
一
人
一
人
が
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
先
、
私
た
ち
が
進
路
を
決
定
す
る
上

で
と
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
事
業
所
の
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
に
、
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
岩
手
県
大
会
開
会
式
が
行

わ
れ
、
７
月
15
日
、
西
和
賀
・
宮
古
北
・
沼
宮
内
の
三
校
連
合
チ
ー
ム
対

盛
岡
第
三
高
校
の
試
合
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
・
応
援
団
・
生
徒
が
一
丸

と
な
り
、
戦
い
ま
し
た
。
結
果
は
１
対
13
（
五
回
コ
ー
ル
ド
負
け
）
で
し

た
が
、
こ
の
試
合
の
中
で
四
回
表
の
連
合
チ
ー
ム
の
攻
撃
、
４
番
の
佐
藤

玲
汰
の
内
野
安
打
を
含
む
三
連
打
で
、
大
き
な
一
点
を
奪
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
一
点
は
三
校
が
一
つ
に
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

今
後
、
負
け
た
悔
し
さ
と
、
繋
い
で
勝
ち
取
っ
た
一
点
を
自
信
に
変
え
、

秋
の
新
人
戦
に
向
け
て
の
糧
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

職場の雰囲気になじんでいます。

101000

133217盛岡三

ブランコは楽しい！？

計54321

連　合

職
場
体
験
実
習

職
場
体
験
実
習

野
球
応
援

野
球
応
援

おいしそうでしょ！

　

初
め
て
の
広
報
編
集
で
し
た
。
文
章
が
中
々
思

い
つ
か
な
い
、
ま
た
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
が
思
う
よ

う
に
進
ま
な
い
場
面
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
最
終

的
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
生
徒
の
視
点
か
ら
西
高
の
様
子
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年
B
組　

関
添　

慧
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滝
の
源
流 ッッッ

トト

し
わ
が

に

ト
ほ ととと

ホ
ッ
トト　　

に
し
わ
が

　
　

に
し
わ
が

ホ
ッ
ト　　

に
し
わ
が

ほっとほっとほっと

・・

深緑の季節、悠々と流れる白滝沢

　

下
前
か
ら
約
７
キ
ロ
、
通
称
下
前
風
景
林
に
は
数
多

く
の
滝
が
あ
り
、
今
月
号
の
記
事
に
三
滝
不
動
明
神
が

載
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
三
滝
の
一
つ
に
降
る
滝
が
あ

り
ま
す
。

　

降
る
滝
の
源
流
が
百
滝
沢
で
す
が
、
そ
の
下
流
に
は
、

女
神
霊
泉
や
岩
清
水
・
姥
滝
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
写
真

は
、
女
神
霊
泉
の
そ
ば
か
ら
百
滝
沢
に
流
れ
落
ち
る
岩

清
水
を
撮
っ
た
も
の
で
す
。

　

百
滝
沢
は
、
白
糸
の
滝
で
白
糸
沢
と
合
流
、
そ
し
て

下
流
で
相
沢
と
合
流
し
て
下
前
川
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
滝
の
源
流
こ
そ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
恵
み
の
源

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
編
集
委
員　

髙
橋　

定
雄
）

滝
ホホホホホ

下
前

く
の
滝

載
っ
て

り
ま
す

降
る

女
神
霊

は
、
女

清
水
を

百
滝

下
流
で

こ
の

か
も
し

か
も
し

西 和 賀 ク ラ ブ
町内で様々な活動をしているグループ、個人を紹介していきます。

vol.12

　湯田中学校と沢内中学校の野球部は、合同でチームを結成しました。チーム名を「西和賀
クラブ」と決定して、秋の新人戦に向けて始動しました。
　チーム結成にあたり、両校野球部キャプテンより決意表明を聞きました。
　▼沢内中学校野球部　キャプテン　三浦　海都さん（２年）
　　大会で優勝できるような、強いチームにしたいです。
　　新人戦優勝を目標にがんばります。
　▼湯田中学校野球部　キャプテン　高橋　幸都さん（２年）
　　みんなで協力し合いチームワークを高めて、大会で優勝できるチームにしたいです。
　　新人戦や北上沿線野球大会での優勝を目指してがんばりたいです。


